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一
、
驚
く
べ
き
暗
躍

「
町
内
会
長
だ
け
で
充
分
。
住
民
に
説
明

は
要
ら
な
い
。
仁
木
本
町
に
も
要
ら
な
い

‥
‥
」

耳
を
疑
う
よ
う
な
発
言
が
、
５
月
11

日
（
木
）、
仁
木
町
役
場
で
「
総
務
経
済

常
任
委
員
会
」
の
席
上
で
あ
っ
た
。

銀
山
在
住
の
野
崎
明あ

き
ひ
ろ廣

議
員
が
勇
を

鼓
し
て
、
昨
年
5
月
24
日
に
行
わ
れ
た

銀
山
町
内
会

長
だ
け
を
集

め
た
事
業
者

説
明
会
で
、

関
西
電
力
の

本
音
を
伝
え

た
一
言
だ
っ

た
。



関
電
側
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
2

名
、
役
場
は
産
業
課
参
事
1
名
、
そ
し

て
町
内
会
長
5
名
が
出
席
の
許
、
関
電

の
姿
勢
が
露
呈
さ
れ
た
の
だ
。
事
業
者

と
町
内
会
長
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。
さ

ら
に
、
関
電
は
、「
こ
の
こ
と
は
、
住
民

に
は
、
オ
フ
レ
コ
（
非
公
表
）
で
」
と

言
い
含
め
た
と
い
う
。

「
住
民
の
納
得
無
し
で
も
、
こ
の
事
業

は
進
め
て
も
通
る
」
と
し
た
事
業
者
の

傲
慢
な
姿
勢
と
、
内
密
に
既
に
一
昨
年

の
12
月
に
こ
の
計
画
が
町
に
知
ら
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
、
傍
聴
席
の
我
々
は
茫

然
と
し
て
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
、
町
側
は
、
何
と
聴
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
未
だ

1
年
半
を
過
ぎ
て

も
全
体
住
民
に
説

明
も
な
し
、
不
問
に
付
し
た
ま
ま
だ
。

二
、
発
電
は
し
な
く
て
も

い
い
風
車

そ
こ
で
、
す
ぐ
さ
ま
思
い
出
さ
れ
る

の
が
、
全
国
に
流
布
さ
れ
て
い
る
三
重

県
の
歯
科
医
師
・
武
田
恵
世
氏
の
講
演

内
容
だ
。

「
発
電
し
な
く
て
も
い
い
。
建

設
さ
え
で
き
れ
ば
い
い
。
補
助

金
を
も
ら
え
る
か
ら
‥
‥
‥
」

と
、
い
み
じ
く
も
中
部
電
力

の
子
会
社
で
青
山
高
原
一
帯
の

風
力
発
電
建
設
を
お
こ
な
う

「
シ
ー
テ
ッ
ク
」
の
電
力
部
長

た
ち
が
武
田
宅
を
訪
ね
て
来

て
、
建
設
を
薦
め
た
。

そ
の
本
音
の
言
葉
と
重
な

る
。　
　

事
業
者
は
公
表
前
に
先
ず
、

地
域
の
顔
役
を
個
別
訪
問
し

陥お
と
し
いれ

る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

全
国
各
地
で
暗
々
裏
に
進
め

る
同
様
の
手
口
な
の
だ
。
住

民
は
、
泊
原
発
の
同
じ
轍て

つ

を

踏
む
の
か
。
先
に
、
金
品
を

渡
し
て
黙
ら
せ
る
。
後
々
、

抜
き
差
し
な
ら
な
い
事
態
に
追
い
込
ま

れ
る
の
だ
。

だ
が
、
中
部
電
力
か
ら
す
る
と
、
事

業
者
の
風
車
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源

調
整
で
迷
惑
千
万
、

「
風
力
発
電
は
作
っ
て
も
い
い
が
電
気

は
要
ら
な
い
。
送
電
さ
れ
た
ら
困
る
」

と
い
う
風
車

電
源
が
電
力
会

社
に
と
っ
て
歓

迎
さ
れ
て
い
な

い
現
実
。

何
の
た
め
の

風
力
発
電
な
の

か
。こ

れ
と
同
じ

筋
書
き
、
同
じ

結
末
が
、
仁
木

で
も
今
、
繰
り

返
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の

だ
。驚

く
べ
き
不

正
と
不
義
、
そ

し
て
予
想
外
の

展
開
が
、
罷ま

か

り

通
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
。シ

ー
テ
ッ
ク
が
、
武
田
氏
に
告
げ
た

よ
う
に
、
関
電
も
誰
か
に
告
げ
て
い
た

の
か
。

氏
は
、
そ
の
他
、
驚
く
べ
き
「
風
力

発
電
の
不
都
合
な
真
実
」
を
、
暴
露
し

て
い
る
。

三
、
白
熱
し
た
追
及
劇

当
日
、「
仁
木
風
車
の
会
」
の
我
々
15

名
は
、
傍
聴
席
で
固か

た
ず唾

を
呑
ん
で
、
そ

の
一
部
始
終
を
見
聞
し
た
の
だ
。

町
長
、
副
町
長
、
総
務
課
長
、
財
政

課
長
、
企
画
課
長
、
住
民
環
境
課
長
、

教
育
長
の
7
名
出
席
の
許
、
緊
迫
し
た

状
況
で
、
議
員
と
町
の
質
疑
答
弁
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
驚
く
べ
き
事
態
が
起
こ
っ

た
。こ

れ
ま
で
、
学
習
会
を
毎
月
開
催
し

て
12
回
の
約
一
年
、
毎
週
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
も
、
ほ
ぼ
無
反

応
の
町
と
議
会
。
期
待
す
る
に
も
出
来

な
い
毎
回
不
参
加
の
議
員
の
意
識
。

北海道新聞 2023 年 5 月 13 日付けより

【講演】住友林業風車問題を考える：武田恵世 氏「風
力発電の不都合な真実」｜風力発電は本当にエコな
のか？｜全国・世界の被害の実態（日本語字幕有）
https://www.youtube.com/watch?v=4pGo_69W1zc
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そ
ん
な
陰

鬱
な
雰
囲
気

の
中
、
開
口

一
番
か
ら
最

後
ま
で
、
徹

頭
徹
尾
、
疑

義
を
町
側
に

投
げ
か
け

た
の
は
、
佐
藤
秀ひ

で

教の
り

議
員
だ
っ
た
。
ほ

ぼ
10
項
目
に
亘
る
質
疑
を
矢
継
ぎ
早
に
、

歯
に
衣
着
せ
ぬ
論
調
で
、
理
路
整
然
と

迫
る
気
迫
。
耳
を
疑
う
の
は
、
私
ば
か

り
で
な
い
、
一
同
度
肝
を
抜
か
れ
た
よ

う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
毎

月
の
学
習
会
に
欠
か
さ
ず
参
加
さ
れ
て

い
た
方
だ
っ
た
。「
こ
う
い
う
気
骨
あ
る

本
気
度
の
議
員
が
、
仁
木
に
存
在
し
て

い
た
の
か
」
と
、
驚
き
と
感
動
を
以
て

一
部
始
終
を
傍
聴
し
た
。
そ
れ
は
、
暗

闇
に
パ
ッ
と
朝
日
が
射
し
こ
ん
だ
希
望

の
夜
明
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
の
論
点
で
集
中
し
た
の
が
、

「
こ
れ
ほ
ど
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
の

に
、
何
故
、
未
だ
に
仁
木
町
本
町
で
の

関
電
側
に
よ
る
住

民
説
明
会
・
話
合

い
が
行
わ
れ
な
い
の
か
」　
　
　
　
　

と
、
町
長
と
副
町
長
に
詰
問
し
た
場
面
。

そ
れ
に
対
し
て
、
先
の
野
崎
議
員
の
補

足
説
明
、「
住
民
に
は
要
ら
な
い
」
発
言

が
あ
っ
た
の
だ
。

一
同
、
発
言
の
実
態
と
裏
工
作
に
、

驚
き
を
隠
せ

な
か
っ
た
。

我
々
「
仁

木
町
の
風
力

発
電
を
考
え

る
会
」
が
要
望
し
た
町
全
体
で
の
説
明

会
実
施
を
文
書
で
も
っ
て
快
諾
し
た
関

電
の
い
と
も
簡
単
に
反
故
に
す
る
、
そ

の
不
義
理
と
不
誠
実
さ
。
信
じ
ら
れ
な

い
大
企
業
と
し
て
の
姿
勢
。

そ
れ
に
、「
町
も
加
担
し
て
い
た
の

か
!? 

」
と
い
う
有
る
ま
じ
き
勘か

ん
ぐ繰

り
が
、

当
然
の
如
く
一
部
町
民
に
沸
き
起
こ
っ

た
の
は
、
致
し
方
な
い
。

四
、
固
定
資
産
税
で
賛
成

推
進
？

「
65
万
円
の
固
定
資
産
税
が
町
に
入
る

か
ら
、風
車
に
反
対
し
な
い
よ
う
に
」
と
、

喚
起
を
促
す
推
進
派
の
町
議
が
居
る
と

い
う
。

こ
れ
も
、
流

り
ゅ
う
げ
ん言

飛ひ

ご語
の
類た

ぐ
い

で
あ
ろ
う
。

財
務
省
課
税
標
準
に
照
ら
し
、
仮
に
20 

kw
未
満
で
素
人
試
算
す
れ
ば
、
地
方
交

付
税
75
％
が
減
額
さ
れ
、
と
ど
の
つ
ま

り
65
万
円
が
僅
か
16
・
25
万
円
に
萎し

ぼ

む
。

仮
に
銀
山
地
域
に
10
基
建
つ
と
し
て
も

年
1
6
2
・
5
万
円
の
税
収
。
20
年
持
っ

た
と
し
て
も
3
2
5
0
万
円
に
し
か
な

ら
な
い
。
誤
差
が
あ
っ
て
も
五
十
歩
百

歩
だ
ろ
う
。

1
基
の
撤
退
費

用
3
億
円
×
10

基
。こ
れ
は
全
額
、

仁
木
町
民
負
担
。

そ
の
30
億
円
を
、

1
0
0
分
の
1

の
3
0
0
0
万

円
で
、
ど
う
贖あ

が
な

う

と
い
う
の
だ
。
馬

鹿
々
々
し
い
胸
算

用
で
あ
る
。
目
先

の
利
害
に
、
子
孫

は
苦
渋
の
債
務
を

背
負
わ
さ
れ
る
だ

け
だ
。
先
祖
の
途

方
も
な
い
誤
算
の

ツ
ケ
が
、
後あ

と
あ
と々

回

る
の
だ
。町
民
は
、

今
こ
そ
声
を
上
げ

ね
ば
、
何
時
上
げ

る
と
言
う
の
だ
ろ

う
か
。
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こ
れ
も
、
佐
藤
議
員
の
質
疑
に
あ
っ

て
、
財
政
課
長
の
答
え
を
待
つ
ま
で
も

な
く
、
一い

っ
し
ゅ
う蹴

す
べ
き
愚
論
で
あ
る
。

五
、「
時
期
尚
早
」
？

5
月
22
日
（
月
）、
仁
木
本
町
に
お
け

る
各
町
内
会
長
会
議
で
、「
仁
木
本
町
で

の
関
電
の
説
明
会
開
催
の
要
望
」
が
出

た
と
い
う
。
だ
が
、
臨
席
し
た
林
幸
治

副
町
長
か
ら
、
要
約
す
れ
ば
「
時
期
尚

早
で
あ
る
」
と
の
一
言
で
、
そ
の
意
見

は
封
じ
ら
れ
た
と

聞
く
。

計
画
か
ら
1
年

半
も
経
っ
た
。

し
か
も
昨
年
6

月
の
計
画
公
表
前

の
1
月
段
階
で
、

銀
山
・
大
江
で
の

説
明
会
に
町
側
も

参
加
し
て
の
開
催

が
あ
っ
た
事
自
体
、

時
期
尚
早
過
ぎ
る

ほ
ど
、
尚
早
で
は

な
か
っ
た
か
。

そ
の
間
、
反

対
運
動
が
起
こ

り
、
反
対
署
名

約
1
万
5
0
0
0
筆
を
添
え
て
、
今

年
2
月
17
日
町
長
に
陳
情
書
を
訴
え
た
。

に
も
拘

か
か
わ

ら
ず
、何
故
に
今
が
「
時
期
尚
早
」

な
の
か
。
回
答
待
ち
に
し
て
は
、
既
に

期
限
が
過
ぎ
て
は
い
ま
い
か
。

世
界
か
ら
集
ま
っ
た
今
や
、
こ
の
重

き
1
万
6
0
0
0
筆
（
現
在
）
を
軽け

い
け
い々

と
し
て
軽
ん
じ
過
ぎ
て
は
い
ま
い
か
。

町
民
1
0
0
0
人
が
反
対
し
て
い
る
声

明
に
、
町
長
は
じ
め
町
議
員
一
丸
と
な
っ

て
真
正
面
か
ら
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
町
民
か
ら
付
託
を
受
け
た
使
命
と

職
責
を
果
た
す
べ
き
火
急
の
時
で
は
な

い
か
。

町
長
の
理
由
と
さ
れ
る
「
中
立
」
と

い
う
立
場
は
、
今
後
あ
り
得
な
い
。

結
果
は
、
風
車
が
建
つ
か
、
建
た
な

い
か
の
二
者
択
一
し
か
な
い
の
だ
。
最

後
、
推
進
か
、
反
対
か
の
決
断
が
迫
ら

れ
る
。

こ
の
1
年
半
、
充
分
思
慮
熟
考
に
値

す
る
資
料
と
時
間
は
あ
っ
た
。
学
習
会

で
の
山
積
し
た
情
報
と
知
見
は
、
判
断

す
る
に
事
欠
か
な
い
ほ
ど
十
分
過
ぎ
る

ほ
ど
膨
大
な
内
容
だ
っ
た
。
既
に
、
他

県
で
は
、
県
民
の
動
き
に
敏
に
し
て
、

首
長
の
即
決
即
断
を
以
て
、
中
止
に
追

い
込
ん
だ
例
も
少
な
く
な
い
。

反
対
住
民
は
、
事
業
者
と
町
と
、
三

者
の
膝
を
突
き
合
せ
た
徹
底
し
た
話
し

合
い
を
待
ち
望
ん
で
い
る
や
、
切
な
り
。

納
税
し
て
い
る
町
民
の
声
を
、
等な

お
ざ
り閑

に
せ
ぬ
よ
う
。
た
か
が
3
0
0
0
人
の

街
、
さ
れ
ど
3
0
0
0
人
も
の
街
な
の

だ
。一

人
の
イ
ノ
チ
は
重
く
、
尊
い
。

六
、
早
期
の
町
の
勇
断

確
か
に
、「
配
慮
書
」
の
段
階
で
は
住

民
説
明
会
は
、
法
的
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。

し
か
し
、
6
，
7
月
か
ら
次
の
「
方

法
書
」策
定
段
階
に
移
行
す
る
。
そ
の
間
、

事
業
者
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
調
査
・

予
測
・
評
価
の
た
め
に
莫
大
な
時
間
と

費
用
と
人
力
を
費
や
す
。
向
こ
う
も
抜

主要国の風力発電コストと買取価格。$/kW：米ドル / キロワット、$/
MWh：米ドル / メガワット時、€ /kWh：ユーロ / キロワット時、RPS：
Renewable Portfolio Standard（再生可能エネルギー利用割合基準）。出
典：https://www.itmedia.co.jp/（資源エネルギー庁の資料をもとに作成）
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き
差
し
な
ら
な
い
、
引
く
に
引
け
な
い

状
況
を
呈
す
る
。
ズ
ル
ズ
ル
と
時
の
過

ぎ
行
く
の
を
安
閑
と
見
逃
す
訳
に
は
行

か
な
い
。

町
長
の
答
弁
「
準
備
書
」
段
階
の
判

断
で
は
遅
す
ぎ
る
。
そ
れ
は
初
め
よ
り

推
進
を
黙
認
し
た
と
同
様
の
姿
勢
な

の
だ
。
現
に
、
先
日
行
わ
れ
た
小
樽
・

余
市
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
の
㈱
双

日
に
お
け
る
「
準

備
書
」
手
続
き
で

は
、
既
に
手
遅
れ
、

絶
望
的
時
間
の
経

過
だ
っ
た
。「
白
紙

撤
回
」
中
止
に
追

い
込
む
に
は
、
早

期
解
決
が
双
方
に

と
っ
て
将
来
必
ず

や
、
禍
根
を
残
さ

な
い
最
善
の
策
と

も
な
る
の
だ
。

事
業
者
と
し
て
、

補
助
金
目
当
て
も
、

現
今
の
異
常
な
物
価
高
で
10
年
先
ど
こ

ろ
か
、
こ
こ
2
，
3
年
さ
え
も
収
支
決

算
の
予
測
が
付
か
な
い
。
今
、
再
エ
ネ

業
界
は
、
不
測
の
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

最
近
、
世
界
の
潮
流
が
、
陸
上
か
ら
洋

上
へ
、
さ
ら
に
風
車
撤
退
に
急
速
に
舵

を
切
り
替
え
て
い
る
こ
と
が
、
頻し

き

り
に

報
道
さ
れ
て
い
る
。
既
に
、
国
内
で

も
、
石
狩
湾
沿
い
の
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
（
G
P
I
）
撤
退
な
ど
、

そ
の
兆
候
が
現
れ
出
し
た
。

佐
藤
議
員
の
指
摘
さ
れ
た
通

り
、
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
「
風
力
発
電
事
業

計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

よ
る
事
業
者
は
円
滑
確
実
に
計

画
推
進
の
た
め
に
、
自
治
体
や

資源エネルギー庁作成

出典：www.kensetsukankyo.co.jp

出典：https://news.tv-asahi.co.jp/
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地
域
住
民
に
実
施
の
理
解
を
求
め
、
地

域
共
生
の
取
り
組
み
が
大
切
な
こ
と
を

力
説
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
環
境
庁
も
、
林
野
庁
も
、

道
も
、
他
の
自
然
保
護
団
体
等
も
異
口

同
音
に
指
摘
し
、
明
記
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
何
度
も
記
載
し
、
意
見
書
・
要

望
書
で
公
開
し
て
き
た
こ
と
だ
。

「（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
計
画
は
、
元
よ

り
無
理
無
謀
な
自
然
破
滅
、
地
域
破
壊
、

経
済
破は

た
ん綻
の
不
毛
の
負
の
遺
産
で
し
か

な
い
。
既
に
、
説
明
も
内
容
も
実
態
も

破
綻
し
て
い
る
。

佐
藤
議
員
の
「
事
業
者
並
び
に
町
の

誠
意
あ
る
対
応
は
敬
意
を
表
す
る
も
の

の
、
今
一
歩
、
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
し

て
ほ
し
か
っ
た
」、「
銀
山
・
大
江
地
区

の
不
安
材
料
を
払
拭
し
、
住
民
を
守
っ

て
い
く
の
が
町
の
役
目
で
は
な
い
か
」

と
い
う
提
言
も
、
最
も
賛
同
す
る
と
こ

ろ
に
し
て
、
町
に
切
に
願
い
た
い
。

そ
し
て
、
続
く
野
崎
議
員
の
「
関
電

と
し
て
も
、
住
民
説
明
を
仁
木
で
す
れ

ば
一
番
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」、
上

村
智
恵
子
議
員
の
「
銀
山
長
澤
南
の
地

滑
り
の
経
験
か
ら
、
仁
木
の
土
砂
災
害

な
ど
の
防
災
マ
ッ
プ
を
、
事
業
者
に
通

告
で
き
な
い
の
か
」、
或
い
は
麿
議
員
の

「
風
力
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
？
」
と
の
連
続
す
る
質
疑
は
、
我
々

の
意
を
代
弁
す
る
も
の
で
、
こ
の
日
の

心
有
る
議
員
の
結
束
感
と
議
会
に
希
望

の
光
が
見
え
た
気
が
し
た
。

そ
の
後
の
会
代
表
の
３
名
に
よ
る
主

旨
説
明
や
町
議

と
の
質
疑
応
答

は
後
日
に
譲
る

が
、
極
め
て
活
溌

溌
地
と
し
た
発

表
と
答
弁
の
進

行
に
胸
の
空す

く

思
い
が
し
た
。
６

月
22
日
朝
よ
り
、

ま
た
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
。

挙こ
ぞ

っ
て
傍
聴
さ
れ
ん
事
を
。

か
よ
う
に
、
町
も
、
議
会
も
、
町
民

も
、
皆
、
仁
木
町
が
良
く
あ
れ
、
と
願
っ

て
止
ま
な
い
。
誰
し
も
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
意
見
が
異
な
る
も
、

良
く
し
た
い
と
す
る
方
法
が
違
う
だ
け
。

そ
れ
故
、
殊こ

と

更さ
ら

に
関
電
の
甘
言
や
、

詭
弁
や
、
利
益
誘
導
に
惑
わ
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

今
は
、
み
な
一
致
団
結
し
て
、
心
を

ひ
と
つ
に
し
、
関
電
の
風
車
建
設
を
阻

止
す
る
決
断
・
勇
断
の
時
で
あ
る
。

七
、遂
に
、日
本
弁
護
士
連

合
会
（
日
弁
連
）
が
動
く

こ
う
い
っ
た
目
に
余
る
事

業
者
の
行
状
が
、
法
律
に
抵

触
す
る
と
し
て
、
全
国
4
万

人
の
弁
護
士
が
加
入
す
る
日

本
弁
護
士
連
合
会（
日
弁
連
）

が
結
成
さ
れ
た
の
だ
。
こ
れ

は
、
他
人
事
で
は
な
い
。

町
と
し
て
も
、
安あ

ん
か
ん閑

と
し

て
い
ら
れ
な
い
。
行
政
も
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
及
び
大
規

模
風
力
発
電
所
の
建
設
に
伴
う
、
災
害

の
発
生
、
自
然
環
境
と
景
観
破
壊
及
び

生
活
環
境
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
、
法
改
正
等
と
条
例
に
よ
る
対
応
を

求
め
る
意
見
書
」
意
見
書
全
文 

（
P
D
F

フ
ァ
イ
ル
;
4
1
7
K
B
）
を
政
府
に
提
出

し
、
昨
年
11
月
16
日
付
け
日
弁
連
名
で

発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
重
く
し
て
重

い
法
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
。

政
府
が「
再
エ
ネ
」を
優
先
す
る
余
り
、

新
し
い
法
律
を
作
り
規
制
緩
和
し
過
ぎ

た
為
、
侵
し
て
は

な
ら
な
い
所
ま
で

侵
し
て
し
ま
っ
た

環境庁出典：銀山地区・急傾斜
地崩壊危険個所（黄色マーカー）

日本弁護士連合会・再エネ連絡会による第 1
回全国大会（2022 年 6 月 4 日、東京）
出典：www.chosyu-journal.jp

6まほろばだより No.5607 23-070 6/2



混
乱
に
対
す
る
反
省
と
警
告
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
悪
徳
事
業
者
が
乱
開
発

に
次
ぐ
乱
開
発
で
、
遣や

り
た
い
放
題
の

野
放
し
状
態
を
中
止
に
追
い
込
む
。
そ

し
て
、
森
林
や
野
生
動
物
、
生
物
多
様

性
を
守
り
、
外
資
に
よ
る
水
源
地
の
森
、

国
防
の
山
を
売
買
で
き
る
法
規
制
の
改

正
を
求
め
る
も
の
だ
。

さ
ら
に
、
法
律
家
5
0
0
名
を
擁
す

る
日
本
環
境
法
律
家
連
盟
（
J
E
L
F
）

も
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
に
、
2
月
18
日
に
講
演
頂
い
た

市
川
守
弘
弁
護
士
（
6
月
24
日
の
「
仁
木
町

学
習
会
」
に
再
登
壇
）
も
名
を
連
ね
て
、

講
演
さ
れ
て
い
る
。
連
盟
は
、
再
エ

ネ
問
題
で
揺
れ
て
い
る
宮
城
県
の
計

画
地
を
視
察
し
、
殊
に
事
業
者
と
加

美
町
と
の
契
約
が
業
者
有
利
で
あ
る

こ
と
を
追
及
、
熊
森
協
会
代
表
の
室

谷
悠
子
弁
護
士（
10
月
28
日
仁
木
学
習
会
、

講
演
予
定
）
が
、
全
面
的
に
反
対
派
を

支
援
し
て
撤
回
要
求
を
押
し
出
し
て

い
る
。

八
、
憲
法
違
反
の

国
有
林
伐
採

国
策
だ
か
ら
、
何
で
も
許

さ
れ
る
、
と
誰
し
も
が
思
っ

て
は
い
ま
い
か
。

そ
の
施
行
内
容
に
よ
っ
て

は
、
法
律
違
反
で
あ
る
場
合

を
、
国
民
は
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。

ま
し
て
や
、「
地
球
温
暖
化
防
止
の
み

を
理
由
に
、
国
有
林
を
伐
採
す
る
こ
と

は
法
違
反
」
で
あ
っ
た
事
を
知
る
由
も

な
い
。

平
成
10
年
に
定
め
ら
れ
た
国
有
林
管

理
計
画
に
関
す
る
法
律
第
三
条
の

「
国
有
林
野
の
管
理
目
的
は
、
国
土
の

保
全
そ
の
他
、
国
有
林
野
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
」
に
抵

触
す
る
も
の
で
あ
る
。

林
野
庁
の
森
林
・
林
業
基
本
法
第
二

条
に
は
、
森
林
が
有
す
る
多
面
的
機
能

は
、①

国
土
の
保
全
　
②
水
源
涵
養
　
③

自
然
環
境
の
保
全
　
④
公
衆
の
保
険
　

⑤
地
球
温
暖
化
の
防
止
・
林
産
物
の
供

給
こ
の
中
の
林
産
物
の
供
給
を
除
い
た

も
の
が
、
公
益
的
機
能
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。

し
か
も
、
全
て
の
項
目
が
維
持
増
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。

河北新報 2022.11.13　朝刊

出典：福島市 農政部 農林整備課 地籍森林係 HP より
www.city.fukushima.fukushima.jp

「くまもり通信 113 号」より
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そ
し
て
、
こ
れ
が
全
う
出
来
な
い
事

業
は
、
伐
採
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
権
利

が
国
民
に
あ
っ
た
の
だ
。

実
際
、
日
立
造
船
が
計
画
し
た
広
大

な
森
林
伐
採
を
伴
う
「
会
津
大
沼
風
力

発
電
事
業
」
の
発
表
後
、
福
島
県
会
津

の
「
日
本
の
天
然
林
を
救
う
全
国
連
絡

会
議
」（
渡
部
康
人
事
務
局
長
）
は
、
わ
ず

か
２
週
間
で
白
紙
撤
回
さ
せ
た
の
だ
。

こ
れ
は
、
渡
部
氏
が
こ
の
国
有
林
野

事
業
の
法
律
を
熟
知
し
て
い
た
事
で
追

及
出
来
た
か
ら
だ
。

さ
ら
に
、
北
は
八
甲
田
山
か
ら
南
は

蔵
王
山
に
至
る
奥
羽
山
脈
尾
根
伝
い
、

幅
2
㎞
距
離
4
0
0
㎞
、
さ
ら
に
保
護

林
を
含
め
14
万
7
千
h
a
の
「
緑
の
回

廊
」
を
守
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

何
と
、
そ
の
林
野
庁
の
経
営
企
画
課

が
、「
緑
の
回
廊
に
風
車
を
造
れ
る
」
と

い
う
法
の
主
旨
、
こ
の
逸
脱
し
た
通
知

を
出
し
た
と
い
う
。

規
制
改
革
実
施
計
画
（
令
和
3
年
6
月
18

日
閣
議
決
定
）
の
全
面
規
制
緩
和
、
い
わ

ゆ
る
ザ
ル
法
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
林
業

と
い
う
経
営
が
破
綻
し
て
、
背
に
腹
は

代
え
ら
れ
ず
、
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
聖
域

を
、
自
ら
侵
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
省

庁
と
い
え
ど
も
、
許
さ
れ
る
べ
き
事
柄

で
は
な
い
。

国
有
林
は
開
発
も
林
業
も

せ
ず
に
、
国
民
の
財
産
と
し

て
永
劫
守
っ
て
行
く
べ
き
生

け
る
国
宝
で
あ
る
。
そ
の

守
る
べ
き
指
導
・
監
視
の
立

場
の
林
野
庁
自
体
が
、
法
律

を
改か

い
ざ
ん竄

し
た
国
と
共
に
、
林

野
庁
の
立
場
を
自
ら
放
棄
し

破
っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
決
定
的
な
事
項
は
、
絶
滅

危
惧
種
の
生
息
保
全
に
あ
る
と
い
う
。

日
本
自
然
保
護
協
会
の
調
査
に
よ
っ

て
、
仁
木
・
余
市
・
古
平
一
帯
は
、「
イ

ヌ
ワ
シ
」
の
生
息
地
帯
で
、
風
車
64
基

を
建
造
し
て
は
、
こ
の
緑
の
回
廊
は
崩

壊
し
て
絶
滅
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
知
っ

て
、
何
故
、
あ
え
て
強
行
に
突
破
し
よ

う
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
出
来
る
の
か
。

最
後
、
省
庁
の
認
可
が
な
く
て
は
出
来

な
い
は
ず
だ
。

最
後
に
、
風
車
は
民
間
事
業
。

矛
先
は
、
関
電
に
在
り
。

敵
の
陣
中
は
、
関
電
し
か
な
い
の
だ
。

事
業
者
に
諦
め
さ
せ
る
以
外
に
、
道

は
な
い
。
そ
し
て
、
自
治
体
が
反
対
す

れ
ば
、
事
業
は
止
ま
る
。

町
長
が
毅き

ぜ
ん然

と
し
て
事
業
者
に
N
O

を
突
き
つ
け
ら
れ
る
か
に
、
子
供
の
未

来
、
仁
木
の
命
運
が
か
か
っ
て
い
る
。

町
長
の
覚
悟
と
勇
気
や
、
如い

か
ん何

。

九
、「
日
本
国
憲
法
」
違
反

銀
山
在
住
の
今
村
照
子
さ
ん
。
長
年
、

児
童
養
護
施
設
に
従
事
さ
れ
た
御
年
87

歳
な
が
ら
、
学
習
会
や
委
員
会
議
の
常

連
と
も
言
う
べ
き
女じ

ょ
じ
ょ
う
ぶ

丈
夫
で
あ
る
。
い

つ
も
、
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
侵
害
を

訴
え
ら
れ
て
い
る
。

　「
風
車
設
置
の
反
対
理
由
は
、
10
か
条

以
上
あ
る
が
、
第
一
に
憲
法
違
反
に
当

た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
日
本
国

憲
法
』（
昭

和
21
年
制

定
）
の
前

文
。「
‥
‥

イヌワシ・クマタカの重要生息
地である仁木・余市・古平。

規制改革実施計画
令和 3 年 6 月 18 日閣議決定

背あぶり山 会津東山自然休養林

渡部康人事務局長

クマタカ（上）と
イヌワシ（下）
Wikipedeia より

http://access11.seesaa.net/

8まほろばだより No.5607 23-070 6/2

国土地理院出典　「環境アセスメントデータベース」で作成
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主
権
が
国
民
に

存
す
る
こ
と
を

宣
言
す
る
…
」

以
下
の
第
三

章
、
第
25
条
生

存
権
、
第
29
条

財
産
権
が
侵
さ

れ
、
何
よ
り
も

第
11
、
12
、
13

条
の
基
本
的
人

権
の
幸
福
権
の

追
求
・
享
有
が
妨
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

第
32
条
に
賠
償
権
が
あ
る
こ
と
で
す
。

無
理
に
遂
行
し
た
場
合
、
集
団
訴
訟

に
も
な
り
か
ね
な
い
。

私
は
矢
面
に
立
っ
て
戦
う
覚
悟
で

す
。」こ

の
風
車
と
い
う
直
面
し
た
現
実
を

前
に
、
憲
法
論
議
は
場
違
い
、
観
念
論

だ
ろ
う
、
と
思
う
人
が
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
っ
て
い
た

の
だ
。

今
村
女
史
の
主
張
こ
そ
、
本
質
的
で
、

根
源
的
な
正
論
な
の
だ
。大

道
を
行
か
ず

し
て
、
小
道
を
行

く
勿
れ
。

こ
こ
を
掘
り
起
こ
さ
な
い
限
り
、
根

本
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

些
末
な
枝
葉
に
わ
た
っ
て
の
追
及
は
、

い
か
よ
う
に
も
言
い
逃
れ
る
。

し
か
し
、
国
を
支
え
、
自
然
を
支
え
、

人
間
を
支
え
る
と
こ
ろ
の
憲
法
の
主
軸
、

「
人
間
の
基
本
的
人
権
」
こ
そ
、
論
議
訴

求
す
べ
き
究
極
で
は
な
い
か
、
と
主
張

す
る
女
史
の
論
点
と
熱
情
を
悟
っ
た
。

風
車
建
設
に
よ
り
、
森
林
を
破
壊
し
、

景
観
を
損
な
う
事
で
、
心
象
を
害
し
、

幸
福
感
を
損
な
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
人

権
侵
害
で
あ
る
は
ず
だ
。
ま
し
て
や
「
風

車
病
」
や
「
土
砂
災
害
」
に
至
っ
て
は
、

こ
れ
は
憲
法
を
逸
脱
し
た
加
害
行
為
で

あ
る
。

言
下
に
女
史
は
、
こ
れ
は
「
轍て

っ
ぷ
の
き
ゅ
う

鮒
之
急
」

（
差
し
迫
っ
た
危
急
や
困
難
の
譬
え
。
車
の
通
っ

た
跡
の
窪
み
に
溜
っ
た
水
の
中
で
、
苦
し
み
喘

い
で
い
る
鮒
の
意
か
ら
）
で
あ
る
と
『
荘
子
』

を
引
用
し
た
。
今
国
内
は
、「
累

る
い
ら
ん
の
あ
や
う
き

卵
之
危
」、

正
に
火
急
の
事
態
、
大
乱
の
時
な
の
だ
。

法
曹
界
が
乗
り
出
し
た
と
い
う
最
大

の
理
由
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
驚
く
べ
き
は
、
今
村
宅
が
、

銀
山
駅
の
隣
に
あ
り
、
す
ぐ
見
上
げ
る

稲
穂
峰
伝
い
に
は
、
メ
ガ
巨
大
風
車
が

立
つ
の
だ
。
誰
よ
り
も
最
至
近
距
離
で
、

そ
の
強
烈
な
超
・
低
周
波
音
の
影
響
被

害
が
直
撃
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
眼
下
に
は
、「
桜
ヶ
丘
学
園
」「
銀

山
学
園
」
な
ど
の
児
童
養
護
施
設
、
知

的
障
碍
者
成
人
施
設
、
授
産
施
設
多
数
、

小
中
学
校
が
集
中
し
て
近
接
に
立
ち
並

ぶ
。

そ
れ
ら
を
、
町
は
ど
う
判
断
し
、
ど

う
行
動
に
移
す
の
か
、
既
に
結
果
は
自

明
の
理
で
あ
る
。

十
、
ヒ
グ
マ
被
害
頻
繁

そ
し
て
、
更
に
今
村
家
の
裏
山
は
、

稲
穂
峠
の
尾
根
伝
い
に
通
じ
、
い
わ
ゆ

る
獣け

も
の
み
ち道

「
緑
の
回
廊
」
で
あ
っ
て
、
裏

の
立
木
に
ク
マ
の
爪
痕
が
あ
る
と
い
う
。

罷ま
か

り
間
違
え
ば
、
い
つ
何な

ん
ど
き時

襲
わ
れ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
風
車
が
立
た
ず

し
て
、
既
に
身
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
、
肉
薄
す
る
地
域
は
、
そ
う

な
い
だ
ろ
う
。

ま
ほ
ろ
ば
に
「
ア
ル
カ
ヌ
ム
」
と
い

う
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

天
然
の
素
材
を
、
ロ
シ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
、

北
海
道
に
求
め
て
、
殊
に
笹
の
王
者
「
ク

マ
イ
笹
」
を
幌
加
内
で
採
取
・
加
工
し

て
い
る
。
そ
の
自
生
地
・
朱
鞠
内
湖
で
、

先
月
14
日
、
釣
り
人

が
ク
マ
に
襲
わ
れ
、

胃
か
ら
肉
片
が
発
見

さ
れ
た
と
い
う
、
身

の
毛
も
弥よ

だ立
つ
よ
う

な
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国

木の影に「銀山駅」。ご自
宅の裏直上に、稲穂峰尾根
伝いに風車予定地。

出典：www.businessinsider.jp
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に
流
れ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

道
内
各
地
に
ク
マ
の
出
没
の
ニ
ュ
ー
ス

が
日
々
雪な

だ
れ崩

の
よ
う
に
流
れ
た
。
札
幌

西
野
の
ま
ほ
ろ
ば
か
ら
何
丁
も
離
れ
て

い
な
い
住
宅
街
で
親
子
の
ヒ
グ
マ
を
発

見
、
今
異
常
事
態
の
緊
迫
が
続
い
て
い

る
。1

9
9
0
年
を
境
に
「
春
グ
マ
駆
除

制
度
」
を
取
り
止
め
た
為
に
、
ヒ
グ
マ

の
頭
数
が
1
万
7
0
0
0
頭
を
越
し
、

年
々
増
加
の
一
途
を
辿
る
。

こ
れ
も
急
増
す
る
エ
ゾ
鹿
に

餌
を
奪
わ
れ
、
人
家
に
近
づ

か
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
、
凄
惨
な
事
故
が

懸
念
さ
れ
る
風
車
建
設
。

こ
れ
以
上
の
森
林
伐
採
は
、
ク
マ
の

縄
張
り
、獣

け
も
の
み
ち道

を
寸
断
し
、餌
場
を
奪
い
、

当
然
の
如
く
、
人
里
に
下
る
。
そ
れ
は
、

止
め
よ
う
に
も
止
ま
ら
な
い
野
獣
の
行

き
場
で
、
人
間
と
の
対
立
、
殺
傷
を
生

む
だ
け
だ
。

も
と
よ
り
、
そ
う
さ
せ
た
の
は
人
間
だ
。

都
会
人
・
役
人
に
よ
る
机
上
で
の
里

山
開
発
は
、
観
念
空
想
で
し
か
な
い
。

現
実
の
恐
怖
、
自
然
へ
の
畏
敬

が
欠
落
し
て
い
る
の
だ
。

ま
し
て
や
自
然
度
9
・
10
、

保
安
林
1
0
0
％
の
原
生
林
を

薙な

ぎ
倒
す
な
ど
、
人
間
の
奢お

ご

り

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

即
刻
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

十
一
、「
誰
ひ
と
り

置
き
去
り
に
し
な

い
」
…
あ
る
主
婦
の

告
白
…

5
月
20
日
（
土
）
に
、
北
大

助
教
・
田
鎖
順
太
氏
に
よ
る
「
風

車
騒
音
に
よ
る
健
康
影
響
に
つ
い
て
の

科
学
的
知
見
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開

か
れ
た
。

推
進
・
反
対
の
立
場
を
択と

ら
ず
、
あ

く
ま
で
も
客
観
的
な
科
学
的
視
点
で
、

デ
ー
タ
と
知
見
に
よ
り
、
低
周
波
音
と

風
車
病
の
関
係
を
解
説
さ
れ
た
。
そ
し

今村家の裏が、既に「緑の
回廊」、獣道ともなっている。

喰われた人の上着とヒグマの足跡

読売新聞 2023 年 5 月 18 日付けより

2023 年 5 月 23 日付け北海道新聞より

出典：Wikipedia
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て
、
最
後
、
そ
れ
を
判
断
し
決
定
す
る

も
の
は
、「
誰
ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な

い
」
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
当
会
の
瀬
川
代
表
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
あ
ん
ご

の
森
」
設
立
の
趣

旨
で
あ
り
、
願
い

で
も
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
宮
澤
賢
治

の
「
世
界
が
ぜ
ん

た
い
幸
福
に
な
ら

な
い
う
ち
は
個
人

の
幸
福
は
あ
り
得
な

い
」
と
い
う
信
条
か

ら
も
来
て
い
る
。
賢

治
に
は
、
母
イ
チ
か

ら
毎
晩
就
寝
前
に
繰

り
返
し
聞
か
さ
れ
た

言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
人
と
い
う
も
の
は
人
に
何
か
し
て
あ

げ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
」

こ
の
「
自
己
犠
牲
」
や
「
利
他
精
神
」

の
真
逆
を
行
く
も
の
が
、
風
車
で
あ
っ

た
。目

の
前
に
、
既
に
4
基
の
風
車
が
立

ち
並
ぶ
小
高
い
古
平
歌う

た
す
つ棄

地
区
。

そ
こ
の
横
に
立
つ
授
産
施
設
、
古
平

福
祉
会
「
共
同
の
家
」。

積
丹
町
在
住
の
主
婦
が
、
田
鎖
先
生

の
講
演
会
の
質
疑
応
答
の
席
上
、
こ
う

語
ら
れ
た
。

「
一
昨
年
冬
よ
り
、
耳
の
閉
塞
感
を
含
め

た
違
和
感
を
感
じ
、
病
院
を
受
診
し
ま
し

た
が
、
異
常
な
し
。

偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、 

時

期
と
し
て
は
古
平
に
小
型
の
風

車
が
建
っ
た
頃
で
し
た
。

ま
た
同
じ
時
期
に
夜
に
ペ
ッ

ト
が
騒
い
で
飼
い
主
が
眠
れ
な

い
、
と
の
話
も

耳
に
し
て
い
ま

す
。不

眠
症
は
な

か
な
か
寝
付
け
な
い
だ

け
で
は
な
く
、
眠
り
が

浅
く
昼
間
の
活
動
に
支

障
を
き
た
す
も
の
も
、

不
眠
症
で
あ
る
と
、
今

回
田
鎖
先
生
か
ら
ご
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。

風
車
か
ら
の
低
周
波

音
に
よ
る
も
の
と
氣
が

付
か
ず
、
体
調
不
良
と

思
い
込
ん
で
入
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。私

自
身
も
冬
の
間
眠

り
が
浅
く
昼
間
の
活
動

に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
強
風
や
無
風
で
風
車
が

動
い
て
な
い
こ
と
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、

眠
り
が
深
く
体
調
が
良
い
の
で
は
思
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今H

SC ( H

非
常
に

ighlyS

敏

感

な

ensitiveC

子

供

hild  ) 

H
SP ( H

非
常
に

ighlyS

敏

感

な

ensitiveP

大

人

erson )

が
5
人

市川守弘弁護士の講演資料より

出典：Wikipediahttps://mari-00-mari.blog.ss-
blog.jp/
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田鎖順太助教の講演会テキストより

に
1
人
の
割
合
で
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い

る
様
で
す
が
、
巨
大
風
車
に
よ
る
低
周
波

音
に
よ
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

私
自
身
が
H
S
P
だ
か
ら
、
こ
の
様

な
症
状
が
出
て
い
る
と
し
た
な
ら
ば
、

H
S
C
や
そ
の
傾
向
を
持
っ
て
い
る
子
ど

も
達
へ
の
影
響
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か

…
。

風
車
か
ら
の
低
周
波
音
は
豊
か
で
柔
ら

か
な
子
ど
も
の
感
覚
に
ど
う
入
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。

未
来
あ
る
子
ど
も
達
に
豊
か
な
自
然
を

残
し
、
低
周
波
音
か
ら
の
健
康
被
害
か
ら

子
ど
も
達
を
含
め
私
達
の
健
康
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」

「
誰
ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な
い
」
と

は
、
今
流
行
り
の
S
D
G
s
の
精
神
で

も
あ
る
と
い
う
。
な
ら
ば
、
S
D
G
s
、

そ
の
脱
炭
素
の
象
徴
で
も
あ
る
風
車
に

よ
っ
て
被
害
者
が
出
て
い
る
矛
盾
を
、

ど
う
答
え
る
だ
ろ
う
。
か
か
る
被
害
者

が
一
人
で
も
出
て
苦
し
む
な
ら
、
今
こ

そ
止
め
る
べ
き
が
筋
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
企
業
の
利
益
利
権
の
た
め
に
、
多

く
の
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
を
、
ど
う
し

て
国
は
許
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

町
も
加
担
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
誰
ひ
と
り
置
き
去
り
に
し
な
い
」
と

い
う
佛
菩
提
の
精
神
。

と
り
も
な
お
さ
ず
、
日
本
人
の
「
み

な
の
た
め
に
生
き
る
」
と
い
う
清
ら
か

な
国く

に
が
ら柄

、
潔

い
さ
ぎ
よき

心
を
取
り
戻
し
た
い
。

風
車
は
、
そ
れ
を
教
え
に
来
た
の
だ
。

日
本
再
生
の
た
め
に
来
た
の
だ
。

出典：www.yomiuri.co.jp

出典：www.sankei.com
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